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 国の「ＩＴ新改革戦略」等において，平成

22年度までに校内ネットワークの整備率を概

ね100％とすることが目標とされている。 

県内における整備状況は学校によって違い

があるが，その活用に当たっては基盤の整備

だけでなく，ネットワークの利点を生かした

校務の情報化や授業の工夫・改善を図ること

も大切である。 

校内ネットワークを授業改善に活用するた

めには，パソコン教室内ネットワークを授業

改善に活用する方法を示すことが参考になる

と考える。 

そこで，本稿では，パソコン教室内ネット

ワークにおけるＷＷＷ（Ｗorld Ｗide Ｗeb）

サーバを活用した授業実践を基に，集計処理

や学習履歴の蓄積等を行うＷeb教材の活用例

及び教材の作成方法について具体的に述べる。 

 
１ 校内ネットワークにおけるサーバの役割 
 

ネットワークの規模や構成によりサーバ

の役割は変わってくるが，校内ネットワー

クで利用される主なサーバには次のような

役割がある。 

(1) ファイルサーバ 

ネットワーク上でデータを共有して利

用する。 

(2) プリントサーバ 

ネットワーク上でプリンタを共有して

利用する。 

(3) プロキシサーバ 

一度読み込んだＷebページを一定期間

保存したり，閲覧する際の情報を制限し

たりする。 

(4) ＷＷＷサーバ 

ＨＴＭＬ言語の記述にしたがって，文

字や画像などの情報を，ネットワークに

つながる各コンピュータに送信し，ブラ

ウザによって閲覧できるようにする。 

 
２ 授業に生かすためのＷＷＷサーバの役割 
 

パソコン教室にサーバ機がある場合は，

ＷＷＷサーバの機能を使うことができる。

また，サーバ機がなくても，各コンピュー

タにＷＷＷサーバの機能を設定することで，

その役割を担わせることができる。 

ネットワークにおいてＷＷＷサーバの機

能を利用することで，Ｗebページ等をネッ

トワーク内だけで閲覧できるようになり，

教材や児童生徒の作品を提示したり，電子

掲示板やアンケート集計用のページを利用

したりすることができる。 
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３ ＷＷＷサーバ機能をもたせるには 

 

Ｗindows系のＯＳにＷＷＷサーバの機能

をもたせるには，インターネットインフォ

メーションサービス(ＩＩＳ)が必要となる。 

(1) ＷＷＷサーバ機能の確認 

ネットワークにサーバ機があれば，そ

のコンピュータにＩＩＳが設定されてい

る場合がある。その際，Ｃドライブ内に

InetPubフォルダ，その中にwwwrootフォ

ルダが作成されているので確認する（図１）。 

 

 

 

 

 

 

図１ Inetpubフォルダ内の構成 

(2) ＩＩＳのインストール 

InetPubフォルダがない場合，ＩＩＳが

インストールされていないので，「コン

トロールパネル」の「プログラムの追加

と削除」において「Ｗindowsコンポーネ

ントの追加と削除」を選択し，｢インター

ネットインフォメーションサービス」に

チェックを入れインストールする（図２）。

このときＯＳのＣＤが必要な場合がある。 

 
図２ ＩＩＳのインストール 

４ ＷＷＷサーバ機能を使ったＷeb教材の利
点 
 

ホームページ作成ソフト等を利用して作

成したＷebページ形式の教材（Ｗeb教材）

をＷＷＷサーバで利用すると，次のような

利点がある。 

(1) ブラウザによるＷeb教材の閲覧 

ＯＳに標準で付属しているブラウザで

閲覧可能であり，利用者がＷeb教材を閲

覧するのに特別なソフトウェアを必要と

しない。 

(2) 対話型のＷebページの利用 

電子掲示板やアンケートのように，利

用者がブラウザから入力した文字やデー

タをリアルタイムに表示したり，集計し

たりすることができる。児童生徒は自分

が入力した結果の正否を確認することが

でき，教師は児童生徒の理解度を把握す

ることが可能である。更に問題と解説の

ページをリンクさせたり，理解度に応じ

た問題ページにリンクさせたりすること

で，利用者が必要に応じて次の段階に進

んだり，前の段階に戻ったりするなど，

自分のペースで学習することができる。 

 
５ 対話型のＷeb教材を利用した授業の展開 
 

対話型のＷeb教材を利用し，生徒の理解

度の把握や授業後のアンケート等に活用し

ている実践例を紹介する。 

県立加治木工業高等学校では，科目「工

業技術基礎」の知的財産権に関する授業に

おいて，すべての生徒に対して確認テスト

を対話型のＷeb教材を用いて行っている。 
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以下はその画面の一部である。 

（同校神田俊治教諭作成の教材） 

(1) 設問の解答から解説の表示 

ア 問題の表示と解答 

生徒は教師の準備したＩＤでログイン

し，画面に表示された知的財産権に関す

る各設問に解答する（図３）。 

 

 

イ 成績と成績推移の表示 

図３で[採点ボタン]をクリックすると，

図４の画面が表示され，今回の成績及び

これまでの結果を確認することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 採点結果の画面 

ウ 解答及び解説の表示 

図４にある［正答を見る］ボタンをク

リックすると，正答が表示される。また，

各解答の[解説]ボタンをクリックすると

解説が表示される（図５）。 

 

 

 

図５ 解答・解説の画面 

(2) 集計結果の表示 

教師が管理者ＩＤでログインし，[集計

を見る]ボタンをクリックすると，解答状

況が集計され，図６のように数値とグラフ

で表示される。また[成績を見る]ボタンを

クリックすると，すべての生徒の個人成績

を見ることができる。 

 

 

図６ 集計結果のページ 

(3) このＷeb教材を使用した生徒及び教師の

感想 

【生徒の感想】 
・ 実際に問題を解いてみて，知的財

産権についてよく理解できた。 

・ 繰返し問題を解くことでだんだん

理解できるようになった。 

・ 自分のペースで学習できるのでよ

かった。 

図３ 設問の画面 
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【教師の感想】 

・ 生徒の導入段階における理解度

を把握しやすかった。 

・ 生徒の理解度について全体の傾

向や個別の取組状況をすぐに把握

し，指導に生かすことができた。 

・ 採点や集計が自動で行われるので

テスト後の処理が効率的であった。 

このように，本教材は生徒に正しい情報

を個々の必要性に応じながら提供すること

で，生徒の興味・関心を高め，理解を深め

ることができる。教師は生徒の理解度を瞬

時に把握することができ，授業の工夫・改

善に生かすことができる。 

また，本教材を基に他の問題を作成する

ことで，教材作成の効率化を図ることがで

きる。 

 

６ 対話型のＷeb教材の作成とＷＷＷサーバ

への保存 

 

(1) 対話型のＷeb教材の作成 

対話型のＷeb教材を作成するには，フ

リーソフトのAutoASP（カーソル研究会）

を利用すると，図７のように簡単な記号

と文章の組合せで問題と回答及び集計結

果表示のＷebページを作成することがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ AutoASPによるページの作成 

その他「掲示板」，「アンケート集計」

等の作成も可能である。 

なお，AutoASP のダウンロード及び使

用方法の詳細は以下のＵＲＬを参照して

いただきたい。 

《カーソル研究会のＵＲＬ》 

http://cscw.wbl.jumonji-u.ac.jp/cursor/ 

(2) ＷＷＷサーバへの保存 

AutoASPで作成したときのファイル名が

「test.htm」の場合，データは次のよう

にしてＷＷＷサーバに保存する。 

ア wwwrootフォルダ内にフォルダを作成

する（例：mondaiフォルダ）。 

イ mondaiフォルダ内にＷebページや関

係するファイルを保存する。 

ウ 保存したファイルの中で，データが

書込まれるファイル（test.mdb）に書

込みのアクセス権を設定する。 

このＷeb教材を閲覧する時のＵＲＬは 

「http://ＩＰアドレス/mondai/test.htm」

となる。なお，｢ＩＰアドレス｣の部分は

ＷＷＷサーバのＩＰアドレスとなる。 

 

 ＷＷＷサーバを活用したＷeb教材は，ネッ

トワークにつながるコンピュータがあればど

こからでも利用することができるので，校内

ネットワークの活用による授業の工夫・改善

に有効な手段である。 

 各学校の現状に合わせて，校内ネットワー

クを積極的に利用していただきたい。 
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